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我々はこれまで、主に Lnl111系(Ln=La，Nd)を中心とした鉄系超伝導体に対して、その転

移温度九や輸送特性への不純物効果、 75As・NMR、および中性子散乱磁気励起スペクトル測

定等の実験結果を報告してきた。その中で、非磁性不純物散乱による pa註breaking効果が見

られないことから、超伝導が九対称性を持つものとは考えにくいと主張してきたロここでは、

LaF eASOO•89-xF 0.11 +x及びCa-Fe-Pt-As系のAs核を中心にしたNMRlNQR測定で、得られた結果

を報告する。

鉄系超伝導体で、NMR-lITlの温度依存性にコヒーレンスピークが見られないことが、 S士対称

性の証拠であると、多くのグループから指摘されて来た。これは、不純物効果の結論と一見矛

盾するようでもあるが、超伝導準粒子の寿命の効果を考慮すると、 S++対称性に対しでもそれが

消えることが示されるので注意したい。このように、九への不純物効果が弱し、という結果に加え

て、“コヒーレンスピークの消失"や“緩和率に対するべき乗則(lIT1oc1";九以下-0.1丸までの

領域で見られる)の成立が、 S士対称性の証拠にはならないことから、この系では、 S++対称性が実

現している可能性が高く、フォノン媒介とも異なる新しい機構による超伝導状態が起こっている

ようである。ここでは、 S++対称性で、のコヒーレンスピークの消失について具体的説明を行う。

-30 K以上の高いれをもっ Ca-Fe-Pt-As系超伝導体は、野原らのグループにより、はじめて

報告された系と同ーのものと考えられるが、 PtがFeサイトに多くドープされていると息われること

から、非磁性不純物散乱に対して強い系のーっと考えられるo我々は BaFe2As2と同様な方法

で試料作成を行い、様々なTcをもっ試料が得られたoその中で Tc.....30 Kをもっ試料に対して
75As
_
NMR測定を行った。得られたNMRスペクトルやナイトシフト、さらには核磁気緩和率 lITl

の温度依存性から、この系の常伝導相の磁気的性質や超伝導相の対称性に関しての議論を

進める。
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